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１．研修場所 

 ・気仙沼市立病院（本吉医院含む） 

 ・岩井崎伝承館 

 

２．授業前の知識 

 私たちのグループは薬学、生命科学、医工学、医者のそれぞれ異なるバックグラウンドを

持つメンバーで構成されていた。そのため、医学的な知識や医療現場に関する知識は大きく

異なっていた。一方、地方の人口減少や少子高齢化などの問題点は共通で認識していたが、

その実情に関しての理解は共通して少なかった。 

 

３．授業の目的・達成目標 

 人口減少、少子高齢化に直面する地域医療の現場を観察することにより、その課題を認識

し、解決策の提案を行う。また、東日本大震災の影響や、それに関する気仙沼市立病院の役

割や活動を学ぶ。 

 

４．授業内容 

 授業内容は図１に示す通りである。岩井崎伝承館では、実際に津波の被害を受けた向洋高

校の見学を行った。また本吉医院では、１件のグループホームと２件の個人宅における訪問

医療現場を見学した。 

 
図１ 気仙沼市立病院バックキャスト研修スケジュール 



5. 研究に活かせる可能性 

 まずは、高齢化社会のおいて、気仙沼地域における地域医療がどのような影響をうけてい

るのか（人口の急激な減少と、総合診療の重要性増加）を痛感した。その現場において、多

くの困りごとや問題点を目撃し、今後の研究につながる可能性を見出すことができた。 

 具体的には、高齢者とのコミュニケーションツールや、在宅医療の可能性を広げること

(透析患者への対応や在宅医療の個別化)、高齢者の通院効率化などが将来的な研究のテーマ

になりうると考えた。いずれも既存のシステムなどを改変したりすることで、社会に実装さ

せていくことは十分に可能性があると考えている。 

 

6. 影響を受けたこと 

 最も影響を受けたことは、地域医療の実情にすでにさまざまな対策が講じられているとい

うことである。本吉医院での総合診療力の向上・総合病院と地域診療所の連携・患者情報の

集約化など、想像していた以上にすでに対策は講じられていた。しかし、時代はさらに高齢

化が進行し、医療者自身も高齢化していくので、数年先を見据えた対応を講じていかなけれ

ばならないのだと思った。 

 気仙沼地域で忘れては行けない点としては、東日本大震災の影響である。多くの住民を失

い、さらに生活環境が変わり、人口が激減したにも関わらず、気仙沼地域の方々は力強く復

興を推進していた。震災から学んだ“備え”の考え方は、防災だけではなく、医療の分野で

も進んでいた。 

 

7. 来年度以降の改善点 

 最も、印象的であったのは、本吉医院の訪問診療の見学であった。それは高齢者医療の実

際（老老介護など）を直接見ることができたことと地理的な問題などを実際に感じることが

できたからである。もし可能であれば、座学・講義の時間を短くして、訪問診療の日程・時

間をこれまで以上に長くしてもらえれば、より多くの症例を見学したりすることが可能にな

り、多くのアイデアが浮かんでくるのではないかと考えている。 

 

8. 授業の限界 

 講義中心になると、地域医療などの実態を肌で感じることが難しいと感じた。その点、訪

問診療の実際を見学することで、一気に理解が高まり、さまざまなアイデアが浮かんでき

た。座学や市民病院見学だけでは、気仙沼における地域医療の理解は深まりにくいと感じ

た。 

 

9. まとめ 

 気仙沼市立病院のすべての医療関係者の方のご協力のおかげで充実した地域医療実習を行

うことが出来たと思っている。高度医療の現場（大学病院や都市部の総合病院）とは異なる

医療の実態がそこにはあった。社会へ貢献する研究・ビジネスを今後創出できるように考え

続けていきたい。 


